
「雄飛立身」の実現、はごろも小ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞの視点をもって

令和７年10月１日（水）６号
宜野湾市立はごろも小学校
発行者 校長 天願 直光
学級数：35 在籍数852人

２学期充実の時期、実り多き教育活動の実施に向けて
日中の日差しは、まだまだその強さをゆるめてはいませんが、朝夕は少しずつ涼しい風が吹くよ

うになってきました。学校では先月から６年生を中心に朝の活動の取組が再開し、活気ある中で学
校生活をスタートすることができています。
今月は、人権を考える旬間から、修学旅行・自然体験教室、そして校内研究授業、さらに運動会

練習へとつないでいきます。それぞれの授業や活動へ向けた子どもたちの意欲を高めながら、取組
の充実を図っていきます。そのためにも、子どもたちには各活動の「目標」を意識させるとともに、
各自の「めあて」を持たせ、学級や学年の仲間とのかかわりを深めて参加し、「振り返り」ができ
るようにしたいと考えています。
実りの秋、各ご家庭でも引き続き、子どもたちへのかかわりとご支援をお願いいたします。

学校だより 「雄飛立身」 １０月号

ＰＴＡ作業へのご協力
を（10月24日金）
今年度は、保護者・教

職員がそれぞれの休日の
時間を充実させていただ
くことと、効率的な作業
を行うことを目指して、
平日放課後の児童下校後
の時間にＰＴＡ作業を位
置づけています。
子どもたちの教育環境

の整備のために、「チー
ムはごろも」体制に向け
て、多くのご参加をお願
いいたします。詳しくは
ＰＴＡクリーン部からの
おたよりをご覧ください。

9/18校内授業研究会 ２年２組算数科
「たし算・ひき算の見方・考え方を深めよう」
校内研究主題に基づいて、6月に３年２組と４年４組で、さら

に9月18日には２年２組で低学年部会の研究授業が行われました。
学習内容は、たし算・ひき算の文章題を解くにあたって、もとに
なる数からひき算とひき算が続くときに、先にたし算をするなど、
計算の工夫について考えるものでした。
「５」や「10」といった数のまとまりを意識しながら考える

ことが大切で、授業後に１学年担任とともにそのことに係る指導
法について協議をしました。
保護者の皆様には早下校へのご対応等あり

がとうございました。次回は、10月17日（金）
に１学年での授業研究会が予定されています。

10月の主な指導目標
安全：けがを予防しよう…校舎内外
での安全な過ごし方、災害時の
身の守り方、安全点検

保健：目の健康について考えよう…
目の愛護デーや姿勢について、
眼科受診勧告

生活：すべての持ち物に記名しま
しょう…自分の物がはっきりわ
かること、物を大切にする態度
を身につけること

図書館：感動を絵や文に表現しよう
…友だちのよい作品（読書感想
文・画）に学ぼう

給食：食後の過ごし方を考えよう…
食後の休養について

栄養：バランスよく食事をしよう…
生活習慣病予防、栄養バランス

10月の主な行事
１日(水） 人権を考える旬間（～10日）
２日(木) 修学旅行①（6年）
３日(金) 修学旅行②（6年）
６日(月） 委員会活動（6年）
７日(火) 自然体験教室①（5年）
８日（水) 自然体験教室②（5年）

子どもへの暴力防止教室
           CAP(2年)
９日(木) 講話朝会、自然体験教室振

替休（5年）、子どもへの暴力
防止教室CAP(2年)

13日(月) スポーツの日（公休日）
15日(水) 親子レク（ﾚｲﾝﾎﾞｰ学級）
16日(木) 児童朝会（委員会紹介）
17日(金) 校内研究授業研究会1年2組

（授業学級他は４校時授業）
19日(日) 家庭の日・ファミリー読書
21日(火) 読み聞かせ
23日(木) はごろも小学校区就学時健

診（市立体育館）
24日(金) ＰＴＡ美化作業 15:00～ 
27日(月) 運動会係活動①（6年）
28日(火) 読み聞かせ
29日(水) 市音楽発表会（6年1組）
30日(木) 地区算数授業研（6年4組）

人権を考える旬間の取組
（10／１～10／10）
生命を大切にし、自他の人格を

尊重し、互いの個性を認め合う関
係を育てることや、思いやりの心
を育てることをねらいとして実施
します。
～校内の取り組みの予定～
・関連図書の朝の読み聞かせ
・「人権の花」づくり
・人権擁護委員による人権教室
⇒５年生７月に実施済
⇒３年生９月に実施済
⇒１年生11月実施予定

「委員会Ｊｒ(ｼﾞｭﾆｱ)」…委員会活動引継に向けた取組
今年度は、５年生の委員会希望調査の前に、「委員会Ｊｒ（イ

ンターンシップ）」を実施し、実際の活動を見学・体験した上で
希望を出す仕組みに変える取組を進めています。5年生が体験を
通して自分に合った委員会を選び、次年度の活動にスムーズにつ
なげることをねらいとしています。6年生が5年生に関わることを
通して、学校のリーダーとしての自覚を高めることも目的の一つ
としています。修学旅行の2日間は5年生の出番となります。
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